
編集後記

研究で取り組むべき課題は「現場」で生じています。今年度の研究のうち「神奈川の産業の将来像」や「被
災地支援現場からの知見の分析～神奈川県庁のレジリエンスを向上させる～」では、実際に先進的な取組
みを行う企業や自治体の現場に行くことで、その現場の声から今求められる課題が浮き彫りになりまし
た。このような課題を一つひとつ丁寧に拾い上げ、解決の道筋を明らかにしていく必要があります。

そうした取組みにあたっては、今年度の政策研究の特徴にもあるように、「地域のさまざまな知的資源
との連携」が不可欠です。この連携をさらに深め、これまでの研究の蓄積を継承・発展させていくことが
我々の使命であると考えます。

（岸本（真））

　　大学連携に係るポータルサイト
http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/01/0102/daigaku/index.html

県内にはどんな大学があるのかな、
大学ではどんな研究をしているのかな・・・
大学情報の総合案内サイトでは、
県の大学連携に関する取組み、
大学と地域の連携事例などを
見ることができます。

政策研究・大学連携センターでは

「大学連携に係るポータルサイト」
を開設しています。


